
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 21 年 3 月 24 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
 
古典期後期（後 600～830 年）のアグアテカ都市中心部では、自らが支配層に属し書記を兼ねる工芸

家が、王をはじめとする世帯外の他の支配層のために美術品と実用品の両方を半専業で生産した。

アグアテカの古典期マヤ社会では、「真の専業工人」は存在しなかった。支配層を構成したアグアテカ

の男性と女性の工芸家は、異なった状況や必要性に柔軟に対応して複数の社会的役割を果たしたの

である。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
17 年度 2,700,000 0 2,700,000 

18 年度 2,300,000 0 2,300,000 

19 年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

20 年度 2,000,000 600,000 2,600,000 
  

総 計 9,300,000 1,290,000 10,590,000 
 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・考古学 
キーワード：考古学、先史学、文化人類学、国際情報交換、多国籍、マヤ文明 
 
１．研究開始当初の背景 
10 年間（1986～1995 年）に及ぶホンジュラス共
和国における研究成果を引き継いで古代マヤ
文明のより包括的な理解に踏み出すために、
1998 年からグアテマラ共和国のアグアテカ遺跡
とセイバル遺跡における国際調査団の共同調
査団長として調査研究に従事している。 
 
２．研究の目的 
中米グアテマラ共和国のパシオン地域のアグア
テカ遺跡およびセイバル遺跡をはじめとする周
辺遺跡に住んだ支配層と農民の住居跡の発掘

調査で出土した遺物の分析を通して、古典期マ
ヤ人の日常生活と社会経済組織の基礎的研究
を実施すること。 
 
３．研究の方法 
全部で 36,533 点の石器を分析すると共に、高倍
率の金属顕微鏡を用いて 3,817 点の石器の使
用痕分析を行い、石器の機能面から手工業生
産を解明することに重点を置いた。 
 
４．研究成果 
高倍率の金属顕微鏡を用いて大量の石器の使
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用痕分析をグアテマラ考古学で行ったのは、本
研究が初めてであった。アグアテカでは、書記を
兼ねる工芸家や一部の農民が、主に実用品で
あった黒曜石製石刃を半専業的に生産した。さ
らにアグアテカの支配層書記を兼ねる工芸家は、
戦士でもあった。アグアテカ周辺の小遺跡では、
武器や戦争の証拠は少ない。つまりアグアテカ
地域における古典期後期末の戦争は、主に支
配層間の争いであった。古典期マヤ支配層の
女性は、美術品や工芸品の生産の一翼を担っ
た。古典期マヤ支配層の男女は、異なった状況
や必要性に柔軟に対応して複数の社会的役割
（書記、工芸家、戦士、天文観測、暦の計算、他
の行政宗教な業務）を果たしたのである。 
セイバル遺跡の9世紀の王宮を発掘し、その壁
を装飾した漆喰彫刻が出土した。さらにセイバ
ル最大の神殿ピラミッドの前の層位的発掘調査
を実施した結果、前 1000～前 400 年の 3 つの建
造物の増改築を確認できた。セイバルの初期の
建設活動は、従来考えられていたよりも盛んだ
ったのである。さらに前 700～前 400 年の重要人
物の墓が出土した。完形土器の下から、海の貝
製品（古典期の書記のインク入れに似ている）、
翡翠製品、黒曜石製石刃 13 点が副葬されてい
た。これは、メソアメリカ最古の 13 点の石刃の副
葬である。この重要人物は、マヤ文明の神聖な
13 の数字の概念を知っていたのである。セイバ
ルは、前 1000～後 1000 年の約 2000 年にわた
る政治経済組織の通時的研究 （マヤ文明の起
源、王権や都市の盛衰）に理想的な遺跡といえ
る。 
「古典期マヤ人の日常生活と政治経済組織の
研究」によって、第 4 回（平成 19 年度）日本学術
振興会賞と第 4 回（平成 19 年度）日本学士院学
術奨励賞を受賞した。2008 年には、グアテマラ
地理歴史アカデミー会員に選出された。科学研
究費補助金（研究成果公開促進費）学術図書
（平成20 年度、代表、60万円）を受けて、その成
果を米国で英文研究書として 2009 年に出版す
る。 
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